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■ はじめに 
建設工事の際に発生する建設残土は，産業廃棄物で

あり，その再資源化率が低いことが問題となっている．製
鋼スラグ(図-1)は鉄鋼を精錬する際に生成される産業副
産物であるが，発生量の約20％が有効利用されていない
のが現状である．これまでの研究1)で，浚渫土と製鋼スラグ
を混合することで混合土が硬化することが分かっている．
しかし，浚渫土以外の土と混合させた場合の力学特性に
ついては未解明な点が多い．そこで私たちは，建設残土
と製鋼スラグの混合土を硬化する新しい地盤材料として利
用するために，混合土の力学特性について検討を行って
いる． 

 
■ 活動内容 
１．粘性土と製鋼スラグの混合土 

粘性土には陸上工事から発生する建設残土を模擬して，
木節粘土を用いた．含水比調整を行った粘性土に乾燥状
態の製鋼スラグを混合して供試体を作製した．粘性土（含
水比調整後）：製鋼スラグの混合体積比は5:5，7:3，9:1で
ある．間隙水に人工海水を用いた．所定の期間養生を行
った供試体に対して一軸圧縮試験を実施した． 

図-2に養生期間と一軸圧縮強さの関係を示す．これよ
り，養生8週では木節粘土：製鋼スラグ=7:3が5:5よりも一軸
圧縮強さが大きいことが分かる．粘性土と製鋼スラグを混
合する場合には，適切な混合比が存在することを示唆し
ていると考えられる． 

 
２．砂と製鋼スラグの混合土 

様々な粒径の建設残土を想定して，2種類の砂と製鋼ス
ラグを混合した際の混合土のせん断強度を計測した．砂
には，粒度分布が近い東北硅砂6号(以下，硅砂)と千葉県
君津市作木産山砂(以下，山砂)を用いた．間隙水は人工
海水であり，製鋼スラグ質量含有率の異なる4パターンで
供試体を作製した．所定の期間養生を行った後，一軸圧
縮試験を実施した． 

図-3は養生12週においての製鋼スラグ質量含有率と一
軸圧縮強さの関係である．これより，硅砂と山砂では，製
鋼スラグ質量含有率と一軸圧縮強さの関係が大きく異なる
ことが分かった． 
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図-1 製鋼スラグ 
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図-2 粘性土の養生期間と一軸圧縮強さ
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図-3 製鋼スラグ質量含有率と一軸圧縮強さ 
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